













To Whom the “Owabi apology Advertisement” Speaks 





















計）は 127,694 回、作品数は 4,239（同調査）だから、平均的にいえば、1 作品あた
りの放送回数はおおよそ 30 回となる。また、4,239 作品のうち、「好き」と回答があ
った作品数は1,488（同調査）で、その割合は35.1％となる。すなわち、放送された
テレビCM のうち「好き」という反応が少しでもあったCM はおおよそ1／3。そし


































































































































掲載月日 内容・商品等 広告主 
12.26. 上映中止；TOKYO HIKARIVISION 東京ミチテラス2012実行委員会 
12.26.＊ 自主回収；烏龍茶に残留農薬 イオン 
12.20. 自主回収；アレルギー物資成分不表示 不二家、ファミリーマート 
12.16. 措置命令・優良誤認；プラズマクラスター シャープ 
12.15. 自主回収；瓶蓋不良 トライデントシーフード・ジャパン 
12.14.＊ 交換・回収；ACアダプター不具合 イー・アクセス 
12.11. 措置命令・優良誤認；EMOBILE LTE イー・アクセス 
12.11. 自主回収；ウーロン茶に残留農薬 伊藤園 
12.7. 自主回収；業務用ソースにプラスチック片混入 カゴメ 
12.7.＊ 確認連絡願い；雑誌付録にカッターナイフの刃片混入 講談社 
12. 6. 自主回収；アレルギー物資成分不表示 フランセ 
12. 6. 笹子トンネル事故について 中日本高速道路 
11.30. 交換・使用中止；オイルヒーターオイル漏れ 良品計画 
11.29.＊ 自主回収；黒烏龍茶に残留農薬 小谷穀粉、第一貿易 
11.28.＊ 交換；図書カードの磁気情報欠陥 日本図書普及 
11.28. リコール社告；クリーナー発煙･発火のおそれ 東芝ホームアプライアンス 
11.21. 自主回収；ガラス片混入 カルビー 
11.20. 自主回収；プラスチックフィルム混入 和光堂 
11.14. 自主回収；軟質プラスティック片混入 山崎製パン 
10.18. リコール社告；液晶プロジェクターの電源コード発煙･発火のおそれ パナソニック、三洋電機 
10.11. 広告表示のお詫び；電動アシスト自転車のバッテリー性能優良表示 ヤマハ発動機、ヤマハ発動機販売、
  ブリジストンサイクル 
10.11. 自主回収；塩分濃度の同社基準超過 三幸製菓 
10.11. 措置命令・優良誤認；ネッククール ケンユー 
10.4.＊ 自主回収；乳酸菌による白濁で香味劣化の可能性 白瀧酒造 
10.4. 爆発・火災事故のお詫び；姫路製造所での事故 日本触媒 
10.4. 自主回収；缶容器の一部混入 マルハニチロ食品 
9.28. 自主回収；袋が膨張 カンロ 
9.28. 自主回収；ホンチョソーダ賞味期限誤表示 大象ジャパン 
9.27.＊ 措置命令・優良誤認；DRソニックL・I（美容機器） ドクターシーラボ 
9.26. 自主回収；カビ発生（トマトマの実）〈2個〉 三菱食品 
9.25. 措置命令・優良誤認；熱中ガードアイスノン氷結ベルト 白元 
9.15.＊ 自主回収；砒素含有量の省令基準超過（ペット用食品） アイシア 
9.11. 自主回収；賞味期限・製造所固有記号の無印字 ポッカコーポレーション 
9.6. 自主回収；ガラス片混入〈1件〉 ジェー・オー・ジェー、ヤマサ醤油 
9.1. 自主回収；カビ発生（ショコランデ） ブルボン 
8.31. 自主回収；微生物の影響で賞味期限内に風味劣化（ミルクプリン） 明治 
8.25. 社告・自主回収；微生物混入による風味異常 カルピス 
8.25. リコール社告；ビルトイン食洗機の水漏れで発熱発火・焼損のおそれ リンナイ 
8.19. 自主回収；異物(ショウノウ)混入（コシヒカリ） 神明 
8.9. 製品交換；景品のグラスの突起でケガ 日本マクドナルド 
8.9. 業務改善命令（金融庁）；反省とお詫び 野村證券 








































































































 第 2 条、第 5 条の規定を、改めて確認しておきたい。「お詫び広告」はこの規定に
則っていなくてはならない。 
 









































   お詫びと自主回収のお知らせ 
 平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申しあげます。 











































































































引用する（梶, 1988, p.153）。 
 
   車をテストすることは、よいアイデアです。 
   距離計をはずすことは、卑劣なアイデアです。 






 また、ボディーコピーの文末には、“The buck stops here.”がある。そしてそれに
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